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●１・１６法大デモを打ち抜いたぞ！
1月16日、新年一発目の法大デモを打ち抜きました。当

日は「脱原発世界会議」に来ていた、ドイツで最も有名な

反原発運動の中心地である、ゴアレーベンの仲間も来てく

れました。

デモ前の打ち合わせでは冒頭、法政大学文化連盟委員長・

全学連委員長の齋藤郁真君がアピールし、デモのスローガ

ンとなぜやるのかを訴えました。ゴアレーベンの仲間も訴

えてくださり、東洋大生からも自らのキャンパスでの行動

の報告がありました（発言詳細裏）。

14日～15日にかけてパシフィコ横浜で行われた「脱原発世界会議」

（1月15日、東京新聞）

「原発がなくなるまでが復興です。」のプラカードが秀逸。

写真：1月16日に行われた法大デモ

ドイツの仲間と合流して打ち抜く！

キャンパスで学生に訴えるゴアレーベンの仲間たちと法大一年生



｢再稼働阻止！全原発廃炉｣に向けて、みんなで参加しよう！

【要項】
３月11日（日）福島県郡山市開成山球場 ※東京からバスが出ます。

13:00～オープニングコンサート15:00～デモ
※２月11日は、東京で「さようなら原発集会」が開催されます。
13：15～オープニングコンサート 13：30～集会＠代々木公園B地区ケヤキ広場

興味がある方は、気軽にご連絡下さい。

○法大文化連盟委員長・全学連委員
長、齋藤郁真くんのアピール
「私や倉岡さんをはじめ、多くの法大生が学問を金儲

けの道具にしているこの大学のあり方に反対したため

に、法政大学から処分を受け、追放されてきました。

一方、３・１１と原発事故をもって、御用学者の存

在により大学がどれほど腐っていたかが明らかになり

ました。闘う学生を追放し、学生から真実を奪ってき

た大学が、社会からも真実を奪い、原発政策に協力し

てきた。私たちの目の前にあるこの大学のあり方こそ

が原発政策の基礎だ。こうやって「想定外」がつくら

れ、私たちがいつも犠牲になる。こんなことはもう許

してはいけない。

大学の雇った弾圧専門職員を追放し、私たちの処分

を撤回することと、原発をなくす闘いは一体です。学

生の手で原子力ムラを解体に追い込もう！

世界中で、青年・学生が先頭にたって巨大な運動が爆発

している。私たち学生にはそういう力がある。だから彼ら

はそれを恐れて、こんな体制をしいているにすぎない。原

発はもう残り5基しか動いていない。フクシマの怒りと連

帯し、原発の再稼働阻止へいっしょに今日のデモを成功さ

せよう！」

○ゴアレーベンの仲間からのアピール
「私たちはドイツのゴアレーベンから来た者たちです。

原発に反対する闘いをしています。法政大学の学生に挨拶

にきました。

今、社会が立ち上がっています。今こそ原発に対して闘

うことです。去年3.11の福島の原発事故以来、ドイツでは

全ての原発が停止されています。

日本は電気を生産するために様々なものを持っています。

水力とか太陽光発電とか色々あります。これがあれば原発

などはいらないはずです。ですから私たちは今こそ要求し

なければなりません。「全ての原発をただちに停止せよ」

と！

ドイツを代表してみなさんに連帯のあいさつを送ります。

ともに反原発のためにがんばりましょう！」

○東洋大生からのアピール

「東洋大でも、反原発の行動を起こしました。東洋大学

は、大学に「100ミリシーベルト以下なら安全」と言って

いる御用学者を呼んで講演会を行いました。それに対して、

東洋大生の有志で中止の申し入れを行いました。私たちが

大学の中から立ち上がれば、原発は止められると思います。

法大生のみなさんも、ぜひいっしょに行動しましょう！」

○３・１１福島県民大会へ！

ついに稼働している原発は残り5基になりました。すで

に東北電力、中部電力、北陸電力、四国電力、九州電力で

は原発は動いていません。東京はあと二基、関西・中国・

北海道はあと一基です。全原発の停止まであと少しです。

まだ原発がたくさん動いていたころに盛んに行われた節電

キャンペーンはいったい何だったのでしょうか？

しかし今でも政府は原発の再稼働を狙っています。四国

の伊方原発三号機の再稼働へ向けて（すでに四国は０なの

に！）、現地に避難訓練まで実施しています。ここが正念

場です。原発再稼働阻止へ向けて、3月11日に福島現地で

行われる福島県民大会に参加しよう！ 政府による分断を

のりこえ、共に闘ってフクシマの怒りと連帯しよう！

デモ後、ゴアレーベンの仲間との記念写真。必ずまた会うこ

とを誓い合いました。


